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２
０
２
０
年
９
月
に
保
険

毎
日
新
聞
社
よ
り
刊
行
さ
れ

た
本
書
は
、
２
０
１
８
年
１

月
に
出
版
さ
れ
た
保
険
評
論

家
加
藤
久
道
氏
の
著
書
で
あ

る
『
後
遺
障
害
の
認
定
と
異

議
申
立
―
む
ち
打
ち
損
傷
事

案
を
中
心
と
し
て
―
』
の
改

訂
版
に
当
た
る
も
の
で
あ
る

が
、
初
版
の
判
例
紹
介
や
異

議
申
立
の
参
考
事
例
、
関
係

書
式
な
ど
の
内
容
が
今
後
も

有
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
初

版
を
第
１
集
と
し
て
併
存
さ

せ
る
と
と
も
に
、
内
容
の
大

幅
な
刷
新
が
行
わ
れ
た
本
書

を
第
２
集
と
し
て
発
刊
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
既
に
初
版
の
書
評
の
中
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
著
者
の
加
藤
氏
は
、
日

本
損
害
保
険
協
会
医
研
セ
ン

タ
ー
部
長
代
理
を
務
め
ら
れ

た
後
、
損
害
保
険
相
談
・
紛

争
解
決
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
損
害
保
険
に
関
す
る
消
費

者
の
相
談
や
紛
争
解
決
の
業

務
に
携
わ
ら
れ
、
豊
富
な
実

務
経
験
を
積
ま
れ
た
損
害
保

険
の
専
門
家
で
あ
る
。
本
書

は
、
「
実
用
に
役
立
つ
参
考

書
」
と
い
う
基
本
的
視
点
か

ら
、
む
ち
打
ち
損
傷
事
案
を

中
心
と
し
た
後
遺
障
害
に
関

す
る
認
定
基
準
等
を
検
討

し
、
後
遺
障
害
を
理
解
す
る

上
で
必
要
な
事
項
な
ど
に
つ

い
て
解
説
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　
本
書
は
、
初
版
の
第
１
集

と
同
様
、
第
１
章
「
基
礎
知

識
」
、
第
２
章
「
判
例
紹

介
」
、
第
３
章
「
異
議
申

立
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
各
章
の
内
容
に
つ
い
て

は
大
幅
な
刷
新
が
行
わ
れ

た
。

　
ま
ず
、
第
１
章
の
「
基
礎

知
識
」
で
は
、
後
遺
障
害
と

い
う
概
念
を
理
解
す
る
上
で

必
要
な
基
礎
知
識
と
し
て
、

後
遺
障
害
の
意
義
や
傷
害
保

険
に
お
け
る
傷
害
の
概
念
、

後
遺
障
害
認
定
実
務
に
お
け

る
後
遺
障
害
等
級
制
度
、
後

遺
障
害
認
定
の
実
際
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
加
え
ら
れ
て

い
る
が
、
本
書
は
、
随
所
に

お
い
て
第
１
集
の
内
容
を
大

幅
に
改
定
し
、
充
実
さ
せ

た
。
例
え
ば
、
後
遺
障
害
の

判
断
の
前
提
と
な
る
症
状
固

定
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
第

１
集
で
は
、
保
険
約
款
上
の

傷
害
の
定
義
を
手
掛
か
り

に
、
ご
く
一
般
的
な
説
明
に

と
ど
め
て
い
た
が
、
本
書

は
、
裁
判
官
の
講
演
録
に
お

い
て
示
さ
れ
た
症
状
固
定
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
解
釈
の

ほ
か
、
症
状
固
定
の
有
無
が

争
わ
れ
た
裁
判
例
の
内
容
を

詳
し
く
紹
介
し
た
上
で
、
具

体
的
な
症
状
固
定
の
判
断
基

準
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
治
療
を
受
け
て
症

状
固
定
と
な
っ
た
か
、
い
つ

症
状
固
定
が
あ
っ
た
と
見
る

べ
き
か
と
い
っ
た
症
状
固
定

に
関
す
る
問
題
は
、
損
保
実

務
の
方
々
に
と
っ
て
は
非
常

に
悩
ま
し
い
問
題
の
一
つ
で

あ
る
が
、
本
書
は
、
そ
の
判

断
を
す
る
上
で
の
貴
重
な
手

掛
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
書
で
は
、
神
経

・
精
神
の
後
遺
障
害
に
関
す

る
解
説
も
全
面
的
に
改
定
さ

れ
て
い
る
。
神
経
・
精
神
の

障
害
は
、
脳
の
器
質
的
損
傷

に
よ
る
器
質
性
の
障
害
で
あ

る
高
次
脳
機
能
障
害
（
器
質

性
精
神
障
害
）
と
身
体
性
機

能
障
害
（
神
経
系
統
の
障

害
）
、
器
質
的
損
傷
に
よ
ら

な
い
非
器
質
性
精
神
障
害
、

局
部
の
神
経
症
状
な
ど
、
多

岐
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
が
、

第
１
集
で
は
、
施
行
令
別
表

第
一
お
よ
び
第
二
の
内
容
を

紹
介
す
る
の
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
が
、
本
書
は
、
脳
の
障

害
に
関
し
て
は
、
高
次
脳
機

能
障
害
の
特
徴
お
よ
び
そ
の

医
学
的
判
断
、
障
害
認
定
の

基
準
、
自
賠
責
保
険
に
お
け

る
高
次
脳
機
能
障
害
の
等
級

認
定
な
ど
に
つ
い
て
、
ま

た
、
身
体
性
機
能
障
害
に
つ

い
て
は
、
麻
痺
に
よ
る
障
害

の
認
定
と
等
級
認
定
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
た
上

で
、
脊
髄
の
障
害
に
関
し
て

は
、
脊
髄
の
構
造
と
脊
髄
障

害
の
特
徴
、
脊
髄
障
害
の
認

定
要
件
と
等
級
認
定
、
末
梢

神
経
障
害
に
関
し
て
は
、
そ

の
認
定
要
件
と
等
級
認
定
、

局
部
の
神
経
症
状
な
ど
に
つ

い
て
、
詳
し
く
検
討
を
行
っ

て
お
り
、
障
害
認
定
実
務
に

と
っ
て
は
、
極
め
て
参
考
に

値
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
第
１
章
で
は
、

傷
害
保
険
の
認
定
実
務
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
第

１
集
で
は
触
れ
て
い
な
か
っ

た
加
重
障
害
条
項
お
よ
び
既

存
障
害
・
疾
病
条
項
に
つ
い

て
の
内
容
が
新
た
に
追
加
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
既
存
障
害
を
有
す
る
被

保
険
者
が
事
故
に
よ
り
既
存

障
害
と
同
一
部
位
の
障
害
の

程
度
が
重
く
な
る
場
合
に
つ

い
て
の
規
定
は
、
加
重
障
害

条
項
で
あ
り
、
障
害
ま
た
は

疾
病
の
影
響
に
よ
り
障
害
が

重
大
と
な
る
場
合
な
ど
に
つ

い
て
の
規
定
が
既
存
障
害
・

疾
病
条
項
（
い
わ
ゆ
る
限
定

支
払
条
項
）
で
あ
る
が
、
前

者
は
自
賠
責
保
険
に
お
い
て

も
存
在
し
て
お
り
、
加
重
障

害
の
具
体
的
な
判
断
基
準
や

支
払
割
合
の
認
定
方
法
な

ど
、
実
務
的
に
非
常
に
困
難

を
伴
う
も
の
が
多
い
。
本
書

は
、
損
保
３
社
の
傷
害
保
険

約
款
お
よ
び
人
傷
保
険
約
款

に
お
け
る
加
重
障
害
条
項
を

比
較
参
照
し
な
が
ら
、
加
重

障
害
に
関
す
る
各
論
点
を
詳

細
に
検
討
し
て
お
り
、
ま

た
、
既
存
障
害
・
疾
病
条
項

に
基
づ
く
割
合
的
認
定
の
方

法
に
関
し
て
も
、
若
杉
方
式

お
よ
び
渡
辺
方
式
の
寄
与
度

判
定
基
準
や
、
割
合
的
認
定

が
問
題
と
な
っ
た
裁
判
例
な

ど
を
詳
し
く
紹
介
し
、
分
析

し
て
い
る
。
加
重
障
害
条
項

と
限
定
支
払
条
項
は
、
損
保

・
共
済
の
日
々
の
保
険
金
支

払
実
務
に
お
い
て
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
本

書
は
、
実
務
上
の
取
り
扱
い

に
重
要
な
指
針
を
与
え
る
も

の
と
し
て
大
い
に
参
考
と
な

ろ
う
。

　
次
に
、
本
書
の
第
２
章

「
判
例
紹
介
」
で
は
、
後
遺

障
害
が
争
点
と
な
っ
た
10
個

の
裁
判
例
を
取
り
上
げ
、
各

事
例
に
つ
い
て
後
遺
障
害
認

否
の
事
由
や
等
級
認
定
、
関

連
す
る
問
題
点
を
検
討
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
頭
部
か

ら
左
上
腕
に
か
け
て
の
神
経

障
害
に
関
す
る
事
例
や
、
頸

部
お
よ
び
腰
部
の
残
存
障
害

に
関
す
る
事
例
な
ど
を
含
む

９
個
の
神
経
障
害
に
関
す
る

事
例
は
、
新
た
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
近
時

の
裁
判
実
務
に
お
け
る
神
経

障
害
認
定
の
流
れ
を
知
る
上

で
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
第
１
集
の
場
合
と
同
様
、

本
書
第
２
章
の
最
大
の
特
徴

は
、
判
例
の
解
説
に
際
し
、

医
学
的
事
項
に
つ
い
て
、
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外

科
学
教
授
松
本
守
雄
氏
の
監

修
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
後
遺
障
害
の
問
題
は
、

医
学
的
検
討
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
が
、
本
章
は
、
医
学

者
の
監
修
を
得
る
こ
と
に
よ

っ
て
医
学
的
に
裏
づ
け
ら
れ

た
解
説
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
り
主
張
お
よ
び
判
断

の
問
題
点
も
よ
り
明
確
と
な

っ
た
と
い
え
る
。

　
最
後
に
、
第
３
章
「
異
議

申
立
」
は
、
保
険
契
約
の
被

保
険
者
ま
た
は
交
通
事
故
の

被
害
者
か
ら
後
遺
障
害
認
定

に
異
議
が
あ
る
場
合
の
申
立

に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
や
認

否
の
事
由
な
ど
を
検
討
し
た

も
の
で
あ
る
。
第
１
集
で

は
、
基
本
的
事
項
に
加
え

て
、
著
者
が
独
自
に
作
成
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
参
考
事
例

に
基
づ
い
て
解
説
を
行
っ
た

が
、
本
書
の
第
２
集
で
は
、

意
義
申
立
参
考
事
例
と
し

て
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
紛

争
処
理
事
例
集
編
集
委
員
会

編
『
自
賠
責
保
険
・
共
済
紛

争
処
理
事
例
集
』
の
中
か

ら
、
神
経
障
害
に
関
す
る
10

個
の
事
例
を
選
択
し
、
詳
細

な
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
交
通
事
故
等
に
よ
っ
て

生
じ
る
後
遺
障
害
は
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
お
よ
び
程
度
の

も
の
が
あ
り
、
保
険
会
社
が

行
っ
た
障
害
認
定
に
納
得
が

い
か
な
い
場
合
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
が
、
本
書
は
、
そ
の

よ
う
な
被
保
険
者
ま
た
は
被

害
者
に
と
っ
て
、
実
際
の
異

議
申
立
を
行
う
際
の
方
策
と

し
て
極
め
て
参
考
に
な
る
も

の
で
あ
り
、
第
１
集
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
異
議
申
立
書
や

日
常
生
活
状
況
報
告
書
、
医

師
の
意
見
書
な
ど
の
資
料
と

と
も
に
、
大
い
に
活
用
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

　
後
遺
障
害
の
認
定
と
異
議

申
立
を
中
心
に
検
討
し
た
初

版
の
第
１
集
は
、
多
く
の
読

者
か
ら
支
持
さ
れ
、
２
度
の

増
刷
が
行
わ
れ
た
が
、
第
２

集
で
あ
る
本
書
は
、
前
述
の

よ
う
に
、
第
１
集
の
内
容
を

大
幅
に
刷
新
し
て
お
り
、
日

々
損
害
保
険
実
務
に
携
わ
っ

て
い
る
損
保
・
共
済
の
社
員

お
よ
び
損
保
代
理
店
の
ほ

か
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
、

行
政
書
士
等
の
専
門
家
、
交

通
事
故
等
の
被
害
者
の
方
々

な
ど
に
と
っ
て
、
一
層
参
考

に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い

る
。

　（
Ｂ
５
判
／
３
７
２
㌻
、

保
険
毎
日
新
聞
社
刊
、
20
年

９
月
26
日
発
行
、
本
体
価
格

３
８
０
０
円
＋
税
）

　
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ

生
命
で
は
昨
年
12

月
17
日
、
広
島
県

庁
を
訪
問
し
、
公

益
財
団
法
人
ひ
ろ

し
ま
こ
ど
も
夢
財

団
に
対
し
、
同
社

が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
一
環
と
し
て

２
０
０
７
年
７
月
か
ら
広

島
銀
行
と
共
同
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
社
会
貢
献
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
第
27
期
の

寄
付
金
（
目
録
）
の
贈
呈

を
行
っ
た
。

　
今
期
（
20
年
４
月
～
９

月
）
寄
付
金
の
贈
呈
先

は
、
公
益
財
団
法
人
ひ
ろ

し
ま
こ
ど
も
夢
財
団
、
広

島
県
内
の
社
会
福
祉
法
人

と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
い

る
児
童
養
護
施
設
12
施

設
、
広
島
県
内
の
社
会
福

祉
法
人
と
し
て
組
織
化
さ

れ
て
い
る
乳
児
院
２
施

設
、
広
島
県
内
の
社
会
福

祉
法
人
と
し
て
組
織
化
さ

れ
て
い
る
里
親
会
２
施
設

で
、
寄
付
金
額
は
45
万
４

０
０
０
円
（
広
島
銀
行
：

22
万
７
０
０
０
円
、
メ
ッ

ト
ラ
イ
フ
生
命
：
22
万
７

０
０
０
円
）
。

　
こ
の
「
社
会
貢
献
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
は
、
メ
ッ
ト
ラ

イ
フ
生
命
と
広
島
銀
行
が

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
平
等
な
教
育
を
受
け
、

社
会
参
加
が
で
き
、
健
や

か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
を

つ
く
る
た
め
の
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
ひ

ろ
し
ま
こ
ど
も
夢
財
団
の

行
う
子
育
て
家
庭
応
援
関

連
事
業
な
ら
び
に
広
島
県

内
で
活
動
し
て
い
る
社
会

福
祉
法
人
を
支
援
す
る
も

の
。

　
寄
付
方
法
は
、
広
島
銀

行
が
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
生
命

の
一
時
払
の
個
人
年
金
保

険
お
よ
び
終
身
保
険
を
６

カ
月
間
で
販
売
し
た
件
数

に
２
０
０
０
円
を
乗
じ
た

金
額
を
、
広
島
銀
行
と
メ

ッ
ト
ラ
イ
フ
生
命
双
方
で

折
半
し
て
寄
付
し
て
い

る
。

　
第
１
期
か
ら
第
27
期
ま

で
の
寄
付
金
累
計
額
は
２

６
５
６
万
２
０
０
０
円

（
広
島
銀
行
：
１
３
２
８

万
１
０
０
０
円
、
メ
ッ
ト

ラ
イ
フ
生
命
：
１
３
２
８

万
１
０
０
０
円
）
に
上

る
。

　
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
生
命
と

広
島
銀
行
で
は
、
今
後

も
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
平
等
な
教
育
・
社
会
参
加
機
会
提
供
へ

合
同
で「
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
」寄
付
実
施

メットライフ生命、広島銀行

初
版
を
大
幅
刷
新
、実
務
に
役
立
つ
手
掛
か
り
・
指
針
提
供

『
後
遺
障
害
の
認
定
と
異
議
申
立

―
む
ち
打
ち
損
傷
事
案
を
中
心
と
し
て
―
第
２
集
』

加
藤
久
道
　
著
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